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選
挙
人
名
簿

ιと
し
も
蒸
本
選
挙
人
名
簿

の
相
持
整
碑
吋
叫
が
や
っ
て
き
ま
し
た

漆
殺
人
名
簿
は
、
選
挙
権
の

あ
る
も
の
を
あ
ち
か
じ
め
世
田
繁

し
て
お
い
て
、
投
函
明
の
と
き
ζ

れ
と
閑
閉
会
し
て
盟
抽
象
の
公
正
を

は
か
る
た
め
に
つ
く
る
も
の
で

録
年
九
月
小
五
日
務
官
位
で
選
挙

人
の
鐙
録
資
綴
壱
絡
査
し
て
つ

ノ、
h
y
ま
十
九

時
偶
人
に
な
っ
て
選
挙
級
争
相
開

化
入
で
も
、

E
m
W
M
判
脇
陣
に
愛
裁

き
れ
な
い
と
、
時
流
質
的
関
は
縦
割
判

い
か
ゐ
ち
ま
せ
ん
。

名
簿
に
登
拙
戦
さ
れ
る
ζ

と
は

滋
挙
部
惜
奇
行
使
し
、
後
治
げ
い
琳
酔

刻
す
る
場
合
の
給
対
製
作
で
す

選
挙
蹴
鴨
憎
閣
議
員
会
明
、
は
、
と

の
名
簿
の
毅
制
械
に
あ
た
ち
、
あ

な
た
の
緩
い
緩
和
を
磯
然
し
て

お
く
た
め
に
、
ま
た
干
広
務
な
還

準
人
を
加
判
然
す
る
た
め
縁
組
部
俊

製
で
実

各
世
搭
に
調
査
票
を
配
布

故
間
湘
制
濯
を
お
ζ
な
い
ま
す
令
調

笠
は
名
品
位
殺
に
則
的
総
を
制
郎
記
刊
し

ζ
れ
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

名
錨
博
明
制
緩
心
主
知
機
韓
民
判
刊
に
し
ま

す
。
調
査
機
の
記
入
は
お
絡
に

援
裁
謀
れ
る
時
員
総
の
あ
る
人
で

次
の
制
民
件
脅
機
え
て
い
る
も
の

で
す
。

m
w
日
本
回
出
削
開
で
九
月
十
近
刊
何
の

そ
の
日
ま
で
引
器
級
き
一
一
プ
カ
月

以
上
我
孫
子
脚
刊
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
者
で
す
。
で
す
か

ら
火
月
十
五
日
以
昨
聞
か
ち
後
孫

子
町
叫
に
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

ω本
年
十
一
…
月
二
十
日
ま
で
に

描
腕
二
十
才
円
以
上
に
な
る
入
、
す

な
わ
ち
悩
刻
一
一
十
年
ナ
一
一
月
三

十
一
日
京
で
依
然
ま
れ
た
古
川
で

号
、③
次
の
人
に
つ
い
て
は
一
二
カ
殺

の
絞
所
要
件
は
必
要
と
し
な
い

特
例
が
み
り
ま
す
e
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演も
穏と
や 11:
オゴ 、

仏
関
川
引
き
緩
急
性
一
カ
月
以
上
そ
の

市
潟
村
の
奴
械
摘
出
刊
に
住
所
者
中
脅

し
て
い
た
も
の
で
天
災
也
事
変
等

で
や
か
急
く
憾
の
市
耐
町
村
の
聞
協

同
州
乞
住
所
を
移
し
た
人
が
そ
の

設
を
燃
し
践
に
と
き
。

M
W
海
外
約
機
姿
で
市
肘
郎
総
の
協

同
時
に
仲
間
一
的
を
有
す
る
に
瑞
叫
ん
ゥ
h
L

人
が
そ
の
時
附
を
借
し
織
に
と
る
e

出
場
次
印
私
該
当
し
な
い
人

川
判
禁
治
絞
殺
の
笠
臨
時
骨
肉
冗
凶
り
戸

調
査

9
悶
月
間
同
悶
務
在

籍
組
問
げ
い
泌
総
き
れ
て
い
る
人

品
開
淡
路
円
以
ト
ん
の
銅
山
花
処
せ
ら
れ

た
人
で
そ
の
品
執
行
者
柑
絞
る
ま
で

付
税
m
関
以
え
の
測
に
処
せ
ら
れ

た
入
で
、
そ
の
数
行
を
受
け
る

ζ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
も
の

付
淡
拷
で
定
め
る
と
と
ろ
に
よ

ち
…
行
な
わ
れ
る
選
挙
、
数
獲
な

ど
に
開
閉
す
る
賄
罪
明
、
然
倒
回
以
上
A
W

到
に
処
せ
ち
れ
た
入
。

線
用
期
世
帯
級
制
貯
に
よ
る
滋
問
問
者
に

対
す
る
湘
四
世
中
耕
帯
、
後
調
理
世
帯
拙
械
の

体
丘
中
の
入
。

ζ

の
畑
調
査
は
九
月
中
に
お
わ

り
、
十
月
…
一
一
十
一
日
同
ま
で
に
名

簿
を
づ
く
ち
ま
す
。

つ
く
ら
れ
た
名
織
は
、
十
一

月
五
円
閃
か
ら
十
ぷ
釘
問
問
み
な
さ

ん
に
お
み
性
し
ま
す
。

ζ
m
り掴附

父
島
日
刊
叫
船
祭
哉
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
名
簿
に
殺
っ
て
い

な
い
と
き
は
、
掛
照
欄
織
の
取
し
作
品

て
を
し
て
く
ど
き
い
。

な
れ
初
、
絡
が
小
の
災
態
議
後
で

は
新
世
間
制
機
構
明
、
入
出
問
削
掛
期
制
、
使

用
人
な
ど
で
ど
い
ぷ
混
入
も
れ

が
&
ち
ま
し
た
の
で
、
制
出
入
の

と
き
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
箆
診
し
て

く
だ
さ
い
。

行
政
上
の
苦
情
は
相
談
員
へ

無
料
で
簡
単
托
で
き
る
相
談

問
問
、
絵
、
町
叫
mw
行
放
流
つ
い

て
、
み
あ
し
て
も
ち
い
た
い
、

こ
う
し
て
毛
ら
い
と
い
と
い
う

い
ろ
い
ろ
の
心
絞
ご
と
や
、
希

望
な
ど
が
あ
っ
に
場
合
に
は
町
村

流
倒
相
談
銭
仰
い
出
申
し
出
向
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
制
刊
紙
附
叫
岡
山
か
あ
な
た

の
芦
穏
や
線
基
、
的
刑
務
に
の
や

て
く
れ
え
ず
。

と
の
担
制
緩
関
門
叫
弘
行
時
帆
附
制
緩
庁

長
ι
一
日
か
ち
径
命
さ
れ
る
も
の
で

本
町
で
は
、
時
鵡
柑
綿
子
二
一
一
一
一
包

装
拍
崎
岬
蹴
明
躍
進
さ
ん
〈
弁
護
士
v

が
行
術
品
草
口
路
間
闘
相
談
員
に
は
っ
て

お、
η
玄
す
か
ら
然
絡
犯
と
幅
制
緩

く
だ
さ
い
α

渡
抑
制
さ
ん
は
み
な
た
の
相
相
続
酬

を
じ
よ
う
ず
に
処
潔
し
て
〈
れ

ま
す
。
務
総
は
録
潟
地
日
嗣
噛
口
M

出附

議明、打。
ζ
な
っ
て
い
ま
す
。

相相談

κ応
ず
る
市
内
蜘
廿
は
次
の

と
お
り
で
す
。

mw
許
可
・
朝
出
一
勾
の
問
問
抽
出
あ
っ
せ

ん。

品四期民地
mw
務
転
、
転
倒
問
、
受
認

な
ど
の
出
陣
帽
問
。

品w
滋
謀
総
点
班
、
田
郡
値
制
の
綿
ヱ
品
開
問
阿

酬制。

出
印
公
共
施
殺
の
繋
然
、
促
進
毎

③
時
慌
時
間
阿
部
議
等
A
W
盆
会
一
議
縁
関

係。行政
畑
山
山
戸
摘
は
本
入
が
口
一
淡
で

市
却
し
出
る
だ
け
で
議
綴
な
ど

は
い
ち
ま
せ
ん
G

ま
た
、
射
し

mmり
あ
っ
た
組
問
情
に
つ
い
て

は
、
ザ
十
終
日
開
制
付
絞
監
察
関
却
げ
い
巡

時
間
し
、
鴨
川
淡
絡
で
は
い
ろ
い
ろ

調
夜
、
あ
っ
せ
ん
縫
護
者
お
と

な
い
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

留
保
運
営
委
員
改
選
さ
れ
る

霊
祭
任
期
は
ニ
カ
年
間
コ
=
一
一
一
一
一
一
向

後
孫
子
附
問
機
悶
再
縁
談
終
偽
間
選

智
{
一
協
議
会
議
員
は
-
J
M

同月十一一…付ね

で
必
間
関
溺
了
と
な
与
、
次
の
万

々
が
匂
月
十
間
同
日
付
で
委
問
料
に

な
り
ま
し
た
。

と
の
滋
録
会
は
泌
氏
倦
綴
脳
陣

偽
倒
的
り
巡
酔
尚
氏
関
す
る
晴
嵐
…
淡
な
事

績
を
議
議
し
ま
す
e

V
波
探
検
綴
代
表

字
屋
川
柑
凶
作
納
税
問…
 

帯
情
胤
吋
間
闘
山
市
曲
師

幾差是
主震波

日
む
芥
緒
川
同
士
W

ぬ

問
国
間
新
ム
沢
氏
潔
子

V
公
益
代
市
街

山
閥
的
肉
眼
次
校
総
子
会
社
民

渡
辺
氏
側
総
我
勝
手
会
校
災

関
見
交
俊
郎
関
布
役
的
出
侶

山
市
川
刊
間
升
剥
抑
制
愉
幾
世
車

市
俊
樹
間
取
鋭
機
関
代
渓

市
則
的
問
笑
我
孫
子
院
内
側

ホ

賢

治

行

中

堅

医

師

削

宵
令
市
必
を
和
市
役
災
Mw

m捕
時
品
付
絵
柄
摂
一
内
田
悼
削
削
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中

小

企

業

へ

滋
資
特
別
係
緩

県
内
mw
企
業
側
関
剛
腕
は
、
一
品
目
月

中
ハ
然
、
四
月
じ
件
、
ヂ
為
同
月
二
十

一
一
件
と
ぷ
邸
付
し
て
い
ま
す
。

そ
と
で
、
緩
企
業
、
開
削
闘
糊
柑
守

の
級
協
閥
、
議
僚
の
ネ
艇
蝋
等
の
よ

う
に
南
小
金
繰
の
経
燃
毅
終
身

の
資
筏
に
基
づ
か
は
い
外
部
的
問

爾
刑
務
に
よ
っ
て
削
凶
出
践
す
る
悠
時
慌

の
あ
る
も
の
に
制
対
し
て
、
千
柑
璃

国
防
財
閥
凶
間
保
務
総
会
で
次
の
と
お

り
制
問
機
防
止
協
同
厳
然
泌
深
夜
脅

お
と
な
い
ま
す
。

付
対
象
企
業

市
川
子
葉
県
対
照
附
m
m
再
認
協
会
の
定

救
お
よ
び
祭
神
相
方
時
間
後
比
一
遼
脅

し
な
い
市
中
小
金
幾

品W
取
引
先
A

就
業
が
制
問
緩
ま
た
は

阿
国
疫
の
紳
画
業
不
採
に
出
削
っ
た

ι

と
等
に
よ
り
、
事
業
脱
悶
帥
悼
伊
作
家

大
な
笈
僚
を
き
た
し
側
関
擦
の
お

そ
れ
あ
る
中
小
企
議
Q

日

H
時
同
枕
践
の
条
件

A
W
激
変
念
総
五
百
W
M
m
口
以
内

②
時
融
資
制
期
間
同
州
悶
カ
年

お
利
率
山
一
銭
…
一
一
時
間

H

同
拍
抑
制
腕
深
夜
条
件

ゆw篠田
m
m
持
続
料
判
官
同
万
附
河
川
以
下

間
間
際
、
ぼ
万
削
円
以
上
五
銭
、

な
お
、
く
わ
し
い
ζ
と
に
つ

い
て
は
、
世
臨
噛
抑
制
斜
線
工
銀
、
向
開

友
会
抽
闘
で
お
た
ず
ね
く
ど
き
い

菱製差是
ま韓議

日
に
は
、
問
問

勢
議
官
就
が
実
施
3
れ
ま
す
。
大
は
、

ぷ
九
年
円
以
来
近
年
ご
と
に
凶
行
な
な
人
口
の
大
き
き
ゃ
終
成
を
で

わ
れ
、
今
回
で
十
問
問
問
持
を
か
き
る
ど
片
付
滅
暑
く
梢
明
ら
か
に

か
え
る
と
と
w
h

な
き
ま
す
否
録
法
し
、
各
欄
捌
行
財
陪
政
施
策
の
立

出
闘
訓
抑
制
備
資
法
、
そ
の
第
一
除
ル
出
散
に
叫
刈
田
市
あ
ら
し
め
る
た

問
問
斜
交
を
や
〈
ぷ
九
年
に
ゆ
汽
仙
拠
吉
川
均
診
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い

し
、
以
後
十
年

5
と

実

勢

互

に

よ

っ

て

言

語

を

燦
検
出
向
一
究
者
、
そ
の
か
州
問
五
ヰ
羽
火
山
叩
氏
側
担
抑
制
し
よ
う
と
す
る

年
目
刊
に
あ
た
る
何
十
に
隣
国
却
な

F
ド
ぷ
に
あ
り
去
す
。
ま
た
、
今

芝
山
に
よ
る
納
言
お
な
っ
花
岡
の
吋
燃
は
で
は
、
会
以
削
減
d

て
き
ま
し
た
。

3
4
1九
万
人
の
附
則
掛
諮
問
交
円
以
け
か

主
星
雲
5
2
U毒
殺
〈
約
〕
一
千
渋
谷
万
絞

る
鶏
殺
が
お
ζ
な
わ
れ
る
年

3
1
鯵
〉
奇
訪
問
し
て
、
約
九
千

で
す
が
、
鎖
倒
的
知
阿
武
と
い
っ
ぺ
リ
八
百
万
人
の
人
口
吾
、
も
れ

で

も

事

量

殺

と

号

変

日

芸

筏

な

し

に

雲

ず

る

わ
ち
往
く
、
に
ど
陥
問
M
抑制澗古川

ζ

と
げ
い
な
っ
て
い
ま
す
。
と

で
は
、
火
規
後
綴
必
に
く
ら
べ
の
た
め
に
的
い
ろ
綴
資
金
御
綴
は

で
滋
盗
事
相
引
い
か
少
な
く
わ
辿
っ
て
出
向
ト
ン
後
み
ト
ラ
ッ
ク
で
約
r

冗
L
t
h
山
口
分
に
な
る
計
算
で
す
。

432 

双
山
w
n
間
待
相
期
利
問
時
十
年
九
u
月一一

お
得
後
一
時

的
判
務
所
我
孫
子
即
時
役
場
ス
帥
閉

会
議
議
。

品
円
入
然
保
統
金

入
私
品
噛
綿
油
館
四
認
か
か
る
入
判
刺

殺
綴
の

5
…
出
掛
以
上
mw
捌
酬
と

す
る
。

た
ど
し
、
納
入
は
環
ゑ
お
よ

び
有
総
絞
数
と
す
る
。

同
間
交
付
期
制
持

緩
和
制
問
十
伊
八
月
一
一
十
七
日

か
ち
阪
和
判
決
十
年
八
月
三
十

一
行
設
で
〈
口
問
端
付
れ
を
総
く
〉

総
出
附
込
み
先

総
務
総
統
対
係

今
月
の
神
地
問
凶
作
氏
同
開
制
相
談
室
を

次
の
と
お
り
欄
聞
き
ま
ず
か
ら
気

経
に
ご
初
出
出
く
だ
さ
い
。

八
月
コ
十
七
門
口
問
熟
知

雨
間
集
会
出
削

八
月
一
コ
ヂ
後
期
開
発
戸

鐙
時
吋
側
揮
は
十
臨
時

t
十
六
斡
吋
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用
途
地
域
@
建
ぺ
い
率
に
注
意

家
を
建
る
時
に
各
種
の
制
限

肘
閉
め
人
口
酬
明
お
と
と
も
w
h
、

家
同
闘
の
幾
築
が
感
ん
に
ね
刊
と
な

わ
れ
て
い
主
す
が
、
耐
熱
を
田
知
て

る
臨
時
は
次
の
よ
う
な
ζ
と
骨
組
潤

っ
て
、
附
観
察
後
、
い
ず
ζ
ぎ
の

お
ζ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
ζ

ノ。

m
U
同
阿
弥
部
品
胤
援
に
よ
る
総
綴
制
時
限

後
我
孫
子
以
燃
は
問
途
柏
崎
日
織

に
指
定
き
れ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
仲
間
間
閥
、
商
業
、
準
工
業

一
小
に
水
泳
ブ

i
d
w
完
成
す
る

一
小
K
胸
知
数
取
の
水
泳
ヅ
1

片
は
ζ

の
ほ
ど
完
成
、
プ
i
ル

醐
聞
き
い
が
八
月
五
昭
M
h
o
ζ

な
わ
れ

ま
し
た
。

午
紛
僚
の
ブ
ー
ル
欄
開
き
に
つ

づ
き
、
午
後
か
ち
は
小
・
中
学

控
に
臨
開
放
し
、
変
体
み
ゅ
は
齢
制

商
に
し
た
が
っ
て
、
ん
荷
数
d

柏駅ご

と
に
総
習
を
お
ζ
な
っ
て
い
ま

す
a

v a> 報広〈苦奪三主総郵便物喜善可)

工
業
mw
開
問
鵡
区
に
わ
け
ら
れ
、

次
の
よ
う
な
建
築
制
明
脳
棋
が
あ
り

ま
す
。往路
附
叫
柑
絡
に
は
、
T

ム岬櫛〈時服

制
時
蜘
闘
を
後
用
す
る
も
の
で
、
作

業
場
の
床
商
附
綴
が
笈
十
平
方
メ

ー
ト
ル
壱
と
え
る
も
の
〉
、
総

督
、
総
奥
、
援
紛
争
発
生
す
る

γ
心
掛
朝
、
時
制
爾
敵
陣
、
稼
業
用
食
時
陣

な
ど
掛
端
柑
搬
す
る
と
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
縄
開
業
地
援
に
は
、
工
場
〈
酎
胤

議
録
を
拙
駅
削
附
す
る
も
の
明
、
、
時
作

策同期
mw
出
仲
間
判
明
ur
綴
五
十
平

方
メ
ー
ト
ル
を
と
え
る
も
の
〉
、

災
盟
百
の
絞
殺
の
あ
る
友
携
な

ど
開
蹴
柑
慨
す
る
と
ξ
が
で
き
ま

せ
ん
。準
γ~
渓
泌
総
に
は
、
火
災
、

爆
発
の
危
険
の
あ
る
γ
一
様
、
は

げ
し
い
惑
呉
、
有
務
な
ガ
ス
を

山
山
す
工
場
。
議
だ
し
い
綴
灘
、

渡
融
制
号
践
す
工
場
な
ど
滋
錯
す

る
ζ
と
は
で
暴
立
せ
ん
む

②
建
築
時
慨
縁
取
端
綱

暗
部
令
制
賊
て
る
時
吋
げ
い
叫
同
総
築
務

総
出
叩
務
委
託
建
築
中
仰
の
住
所
、

災
名
、
間
関
綴
務
所
、
敷
叫
期
総
後

建
築
添
削
欄
な
ど
を
記
入
し
て
紺
部

市
計
一
強
制
甜
へ
提
山
闘
し
て
い
た
げ
い

き
ま
す
。

品W
油
開
ベ
い
府
中
(
敷
地
に
必
ず
る

袖
悌
銭
前
制
閣
の
祭
会
〉

用
途
地
滅
に
よ
っ
て
国
間
な
ち

ま
す
。
作
料
開
閥
、
工
業
、
齢
期
不
薬

品
期
締
峨
内
で
は
、
動
組
織
協
開
放
か
ら

一
一
一
ト
平
方
巧
l
ト
ル
を
ひ
い
て

残
ち
の
ふ
ハ
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

総
蜘
突
然
指
定
地
嶋
崎
市
内
情
、
は
、

齢
拠
地
面
積
mw
七
十
パ

i
セ
ン
ト

以
内
が
開
閉
撲
で
き
る
筋
糊
械
で
す
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児
童
の
心
艶
む
と
は
相
談
所
ヘ

家
謄
教
育
や
社
会
的
鰭
度
な
ど

⑦
児
童
の
心
身
、
料
日
刊
離
に
欠
か

ん
が
あ
る
機
会

@
件
片
制
税
細
部
隊
m
w
#
佐
官
何
、
母
子
掛
車

線
、
父
子
家
附
蹄

③
竪
恕
子
ど
も
の
掛
献
し
い
人

お
手
書
ん
の
ζ
と
で
、
印
刷
削
と

と
は
あ
ち
ま
せ
ん
か
、
国
持
げ
払
叫
同

時
一
つ
の
間
対
榊
組
制
制
緩
一
敗
が
あ
ち
、

次
の
よ
う
な
ζ

と
げ
い
つ
い
て
制
制

緩
者
受
け
て
い
ま
ず
。

日
山
家
庭
教
緊
紛
一
人
っ
子
、

末
っ
子
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
予
な

ど
あ
ま
や
か
さ
れ
た
子
ど
も
の

取
扱
い
。
出
問
子
ど
も
の
し
つ
け

子
ど
も
の
幹
部
教
育
。

m
w
子
ど
も
の
淡
び
川
判
子
ど
も

の
遊
び
の
滋
母
方
、
お
も
ち
ゃ

の
あ
た
え
方
。
樹
木
の
総
み

方
、
ラ
ク
オ
、
品
開
閥
、
テ
レ
ビ

絡
の
目
見
せ
潟
、
開
問
せ
方
。

③
子
ど
も
の
社
会
約
綴
鮫
川
向

学
校
ぎ
ち
い
、
ど
も
柱
、
は
づ

か
し
が
与
、
と
も
ザ
い
ち
の
漆
ぴ

方
。
川
間
わ
が
ま
ま
と
相
仙
波
う
、

け
ん
か
と
意
議
怒
さ
、
う
そ
つ

き
、
ぬ
す
み
。
例
制
び
と
み
し
り
、

お
く
び
ょ
う
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く

N
W
品
開
け
ず
ぎ
ら
い
、
あ
わ
て
も

の
、
や
り
ゅ
ぱ
必
し
。

@
加
担
学
、
進
路

品W
帥
帆
惜
識
の
遼
一
止

③
保
護
者
の
不
明
瑠
山
コ
と
緩
め
ら

れ
る
均
台
、

子
ど
も
の
あ
ず
け
た
い
入
、
間
損

却綿げい
h

は
り
た
い
入
。

品W
幽
職
相
韓
、
子
ど
も
の
欲
し
い
入

子
ど
も
に
絡
を
身
に
つ
け
き
昔

た
い
入
、
時
輸
相
絹
に
々
ち
た
い
人

以
上
の
よ
う
な
ζ
と
で
総
統
附

し
た
い
場
合
は
、
中
市
川
間
見
掛
識
相
側

材
料
出
関
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
手
紙
、
餓
料
酬
で
の
相
談
も

受
け
て
い
ま
す
。

犬
の
放
し
鰐
い
を
や
め
よ
う

あ
な
た
の
犬
は
地
人
に
危
険

「
あ
そ
ζ
h
w
家
で
は
犬
奇
数

し
前
期
い
し
て
い
る
の
で
、
問
撒
数

出
向
や
織
を
読
さ
れ
て
減
る
L

と

か
、
「
だ
れ
だ
れ
さ
ん
の
と
ζ

ろ

で
は
み
〈
を
安
全
な
場
所
に
つ
は

い
で
な
い
の
で
、
ど
う
も
行
主

'
に
く
い
い
な
ど
と
、
半
人
応
対
す

る
筈
情
奇
よ
く
茸
に
し
ま
す
。

と
く
代
、
湾
問
問
、
新
鋭
、
牛

乳
な
ど
を
嗣
附
議
す
る
ガ
に
と
っ

て
は
、
火
山
M

非
常
H
L
M
糊
み

ωわい

ね
で
、
鵠
脱
出
車
両
や
脅
級
者
多
〈
受

け
て
い
る
よ
う
明
、
す
。

次
の
よ
う
訟
と
と
に
然
を
つ

け
て
お
〈
に
よ
る
世
脱
税
抗
争
む
く
し

ま
し
ょ
う
。

m
m
犬
が
的
人
mw
身
体
に
品
鳩
山
殺
を

知
加
え
た
り
、
務
締
約
な
脅
威
を

与
え
な
い
よ
う
花
十
分
俊
樹
峨
し

ホ
F
U
よ
ろ
J
O

ぬ
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
主
、

放
し
飼
い
し
な
い
よ
う
K
。

③
開
口
校
、
家
の
出
例
入
門
料
収
ど
後

人
mw
凶
見
や
す
い
附
嶋
一
燃
に
、
犬
が

い
る
ζ

と
や
ω

鵡
訓
示
す
る
。

品W
4
八
骨
格
問
て
な
い
ζ

と
、
不
用

の
と
き
は
松
岡
係
機
一
的
へ
諸
問
絡

し
て
く
ど
き
い

λ
港
話
州
側
一
戸
。

ご
り
…
、
三
一
〉

品
切
火
の
ζ

な
い
市
消
余
な
地
崎
一
約
へ

新
開
問
、
牛
紙
、
錨
抑
制
問
な
ど
の
受

け
絡
を
つ
く
る
。

m
w
火
山
か
人
を
か
ん
ど
と
き
は
、

綴
い
主
は
た
だ
ち
に
松
戸
係
機

一
成
か
役
時
吋
隊
後
祭
へ
悶
掛
け
出
向
で

;
e
t
p
為、。

i
d司
ヂ

i
j
c
t
-

技
能
検
定
試
験

回
昭
和
問
問
十
総
攻
技
能
検
ゆ
患
者

次
の
と
お
与
お
ζ

な
い
ま
す
o

y
験
後
、
融
関
鉄
鶴
間
的
甥
工
、
曲
問
時
間

宝
、
仕
上
ア
品
、
似
税
金
工
、
樹
眠
気

め
っ
き
友
、
相
拠
出
国
工
、
後
綴
抗
措

鉄
T
品
、
間
関
転
電
機
船
脚
立
工
、
時
停

制
概
ヱ
、
ム
お
お
、
タ
イ
井
凝
り
γ
ム

プ
ロ
ッ
ク
掛
臨
終
工
、
と
ぴ
工
、

水
不
協
盟
装
工
、
時
拠
柑
耕
地
鳩
竣
工
、

A

脱
線
塗
装
工

軍
試
験
終
十
月
十
回
開
ま
た
は

十
月
十
七
円
口

ぜ
受
検
出
附
約
機
白
書
栢
納
長
一

級
技
絞
殺
ゆ
銭
其
検
出
市
議
縁
、
楠
持

問
先
日
手
由
民
自
日
時
制
緩
級
協
棉
中
市
中
出
国
胡
耕

輔

V

受
付
開
間
関
八
月
一
一
一
ナ
緩
か

ら
九
月
十
日
ま
で
。

五
世
紀
頃
の
古
噴
と
推
定

水
神
均
衡
墳
発
婦
の
機
要
@

と
の
よ
う
な
ヱ
淡
μ
炉
、
土
木

之
学
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
告

発
っ
か
と
い
う
ぷ
広
つ
い
て
は

今
後
の
研
究
に
ま
た
ね
ば
な
ち

ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
、
凝
り

土
を
強
悶
嗣
げ
い
す
る
た
め
に
級
品
駅

前
開
に
投
み
治
さ
れ
た
柊
臨
時
な
技

術
情
、
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

E
の
よ
う
な
盲
学
突
は
念
悶
闘
で

最
初
mw
発
見
で
す
が
、
掛
制
丘
を

品問問問
W

仏時世
h

リ
開
閉
め
る
た
絡
に
い

か
に
労
力
者
お
し
ま
ず
、
針
滅

的問げい向
W
噛
却
が
行
な
か
れ
た
か
を

的
判
綴
る
島
民
濯
な
縦
擬
と
な
る
で

し
ょ
う
9

品
格
砧
押
山
吉
撲
の
帯
品
輸
鞠

以
上
述
べ
に
よ
う
な
境
丘
の

形
、
抽
抽
出
削
略
的
式
、
倒
閣
樹
押
幻
岡
山
W
刺
繍

媛
、
お
よ
び
訪
問
方
雌
仰
と
後
間
内
部

mw
後
上
で
破
片
が
籍
児
さ
れ
に

も
と
や
開
演
の
祭
出
聞
に
供
え
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
土
機
の

形
式
な
ど
か
ら
ぬ
で
、
水
地
押
山

中
点
墳
は
、
と
れ
ま
で
我
w
綿
子
で

溺
資
さ
れ
た
ど
の
お
綴
よ
ち
も

議
く
、
そ
の
年
代
は
五
品
位
紛
織

と
縫
定
さ
れ
ま
す
。

ζ

の綿吋仲山

は
け
河
本
で
鳳
収
制
部
品
W

間
同
欽
帥
耕
一
を

々
し
と
げ
た
大
和
制
朝
鮮
胞
の
勢
力

が
よ
う
や
く
惜
別
行
本
に
及
ん
だ

柊
代
で
す
。

・
水
抽
押
山
山
+
向
波
紋
、
・
火
和
の
努

力
下
に
は
い
っ
て
、
議
孫
一
ナ
品
端

十
刀
品
官
官
凡
援
し
た
初
代
mw
蒸
族

ω

畿
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
も
そ
の
祭
践
が
女
ま

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
幾

蜘
比
さ
れ
る
ζ

と
は
、
古
代
の
絞

治
と
叫
い
ん
試
を
考
え
る

te明
、
大
愛

情
撒
援
な
問
題
を
出
制
し
た
も
の
と

薬
創
期
数
布
自
問
締

締結

5
八
月
刊
一
十
一
一
一
日
、
一
一
十
図

録
、
本
町
H
U
八
月
一
一
十
五
円
問
、

〕
一
十
六
銭
、
並
木
wE八
月
刊
一
十

七
什
円
、
二
十
八
日
、
お
尚
甘
八

汚
一
一
一
十
日
、
一
一
一
十
一
一
持
、
九
月

一
円
円
、
然
総
長
九
月
一
一
段
、
…
一
一

目
、
務
総
H
九
臼
け
大
潟
、
七
日

後
一
戸
口
付
九
日
月
八
日
、
久
考
来
日

九
月
九
日
、
土
谷
山
印
?
"
九
料
月
九

円
、
駒
市
組
問
H
U
九
口
月
十
日
、
十
一

件
問
、
斧
山
向
付
け
九
円
月
十
一
二
口

〈後ドj要事務事事中炎立子ままaJ

し永芸喜代べし す全との春季(})ばえ獲に すうをれ図書券醐暗闇融輔融輯覇睡醐融持醐醐園田鶴田醐醐醐醐鵬王宮 殿いと改多 j出

時持67i民話13持続。日日誌購轟轟轟轟轟轟鞠525ilf持15
3aiii3i;553;訴時間FTTr?勺 1ii誌が
i也市 iijZ喜!?;紅白雲抗議露?刊誌主計喜しで淡なのる乙己
主語詳fJる計225233ぶ終露tZJで議会らd じ主義起ド:訪 れ都民

ハ
お
わ
れ
ソ
V

水
神
山
間
中
尚
筏
端
綱
策
凶
凶

甘

料

相

融

問

433 




